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丹邱学舎
＜学校教育目標＞

志をもち、自ら学び、共に高め合い、

たくましく生きぬく西渓っ子の育成

8月中旬以降の新型コロナウイルス感染状況は、予測を遙かに超えています。デル

タ株の広がりで20歳代以下の感染が急増、10歳代および10歳以下の感染も多くなっ

てきました。学校としてはこれまで以上にクラスターを発生させないように、対策を

考え直しているところです。しかし、コロナウイルスを恐れすぎて学校における教育

活動を、すべて中止にすることは避けたいと思っています。正しい知識と正確な情報

をもとに、子どもたちが学校生活を安全に、そして充実させられるように、学校でク

ラスターを発生させない対応策をとっていきます。

そのために、先日メールでも配信した以下の対応策について各家庭でのご協力をお

願いします。詳しい対応策は、保護者様宛のメールやプリント、

ホームページでお知らせします。

＜おもな対応策＞

○毎朝の検温、健康状態の確認、記録表の提出を徹底

○マスク、手指消毒、換気等 3密を避ける

○感染拡大期は、家庭内でも会話時はマスク着用を心がける

○本人、同居家族に発熱等の症状がある場合は登校を控える

○学校では、基本的にマスクは常時着用

（ただし、熱中症等の健康被害が発生する可能性が高い場合は、換気･距離を考慮）

○登校できないときのために、タブレット端末を使える環境を整える 等

朝の忙しい時間帯に、検温や記録表への記入という手間をおかけしますが、子ども

たちの学校での学びを守るため、ご協力のほどよろしくお願いいたします。また、現

在、学校行事を見直しています。今後の状況次第では、急な変更や中止もありえます。

子どもたちの安全と学びを保証する両面で熟考し、市教委とも相談しながら判断して

いきたいと思います。どうかご了承ください。よろしくお願いします。

よりいっそう正しく恐れて感染予防！
そして「学び」を守りましょう！



＜駅伝練習の姿に感心と尊敬＞

８月から、後期課程の運動部の生徒を中心に、駅伝の練習が始まりました。今で

こそ少し過ごしやすくなりましたが、朝から照りつける太陽の下、学校周辺を走る

姿に、心底、頭が下がりました。全員が長距離が得意というわけでは

ないと思います。また、いくら得意でもきついことには変わりは

ないはずです。西渓校代表として学校のために、一人ひとりが自分

の体力と心の限界に勝負している姿は、とてもたのもしく輝いて

見えました。練習している生徒の皆さん、指導している前後期の先生方、

本当にありがとうございます。

＜東図書館でのひとコマ＞

ある８月の東図書館開放日に、図書館へ足を運んでみると、

１０人ほどの子どもたちが調べものをしたり、本を読んだりし

ていました。とても和やかで静かな雰囲気の中、子どもたちは

よく集中しています。聞いてみると、多い日は、延べ４０人ほ

ど訪れたそうです。開館日の８日間では平均すると２０人ほど

の子どもたちがやってきて、読書や本選びをしたり、自分が得意なことを追究した

りしたそうです。分からないところは、職員室の先生にも聞きにいけて便利ですよ

ね。有意義で充実した時間を過ごせたみたいです。

＜９年生学習会でみえた受験生という心構え＞

９年生を対象に、夏休み中に自由参加の学習会が開かれ

ました。教室を開放して場所を提供するという自主的な学

習会です。その学習会の初日と最終日は、３０名近くの人

が参加したそうです。平均すると２０名ほど。受験生とし

ての心構えが伝わります。受験は、個人戦だと思いがちで

すが実は団体戦です。９年生みんなで受験に向かって頑張

る雰囲気になったとき、全員の力が飛躍的に伸びます。

２学期の成長がとても楽しみです。頑張れ９年生！

どのような夏休みを

過ごしましたか？

～夏休みに見つけたステキなワンシーン～


